
令和２年度当初予算案のポイント

埼玉県議会２月・３月定例会は２月２０日㈭に開会し、３月２７日㈮閉会。当初予算を審議する
大切な議会となっています。予算特別委員にもなっているので、慎重審議を行ってまいります。
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人口減少・異次元の高齢化という活力の低下が懸念される時代であっても、この変化を大きな
社会変革のチャンスとして捉える意識が重要です。その上で、「誰一人取り残さない」「どの地域
も取り残すことのない」社会を実現し、すべての県民が日本一暮らしやすいと実感できる時代に
していかなければなりません。令和２年度当初予算は、こうした基本的な考えに立ち、「安心・元
気のスタートアップ予算」として「安心・安全しっかり確保」、「持続可能な成長・発展」、「誰もがい
きいき活躍」を最優先に取り組んでまいります。また、「希望・活躍・うるおいの埼玉」を実現する
ため、５か年計画に基づく各施策に限りある財源を重点的に配分して編成されました。



新型コロナウイルス感染症について
中国河北省武漢市を中心に世界的に拡大している新型コロナウィルスによる肺炎は、
中国本土の感染者が２００２～２００３年に流行したSARS（重症急性呼吸器症候群）を超え、

世界的に猛烈な勢いで拡大しています。１月１５日には国内で初めて感染が確認され、
現時点(２月２９日)で埼玉県の感染確認事例は４件となっています。

日本国内でのウィルス拡散を防止するため、あらゆる手段を講じることが求められます
が、国が行うべき発生初期段階の渡航制限や入国時の検疫等の対応が十分でなかった
ため、既にヒトからヒトへ感染する事態へと発展しており、日を追うごとに感染者や死者が
増加しています。

埼玉県では、相談窓口の体制強化や検査・医療提供体制の強化を目的とした補正予
算が知事から提出されたり、庁内対策会議を適宜開催して予防・蔓延防止体制を強化し
ています。 国からは、人混みを避ける、イベントを中止するだけではなく、教育現場にお
いては小中高などの臨時休業、卒業式などの縮小、職場では在宅勤務、休暇を取得しや
すい環境づくりといった緊急要請が発令されました。

皆様には、丁寧な手洗いを心掛けていただくと共に、咳エチケットのご協力よろしくお願
いいたします。

学校の臨時休業等に伴う電話相
談窓口について


